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愛知県知多半島とその周辺の

ヒシ属の果実形態について

ヒシ属 T r a p a は' 全国各地の湖沼、ため池、河川 

のよどみや水路などに生育する一年生の水生植物である。 

日本産の水生植物の中では、もっとも頻繁に出現するも 

ののひとつであるが、知多半島とその周辺において採集 

したヒシ属の果実を比較観察したので報告する。

知多半島は、愛知県においては渥美半島と並ぶ大きな 

半島である。当半島は、尾張丘陵から南へそのまま「く」 

の字形に曲がりながら伸びていて、西に伊勢湾、東に三 

河湾が広がっている。この半島は、海抜40~100m程度 

の丘陵が半島の中央に沿って南北に伸び、半島の背骨を 

形成している。大きな河川は発達せず、年間雨量が1400 

〜1600・で、県下においても雨の少ない地域である。そ 

のため、瀬戸内海地域と同じように、数多くのため池が 

分布している。

先人たちは、稲作が始められて以来、水田のかんがい 

用水の確保が重要な問題であった。各地で多くのため池 

が作られ、水田の8 割以上が、このため池にたよってき 

た。昭和36年、愛知用水幹線水路の完成以来、知多半島 

も干ばつの被害から救われるようになったが、農業基盤 

整備、宅地開発が進むなかで、居住地周辺のため池が埋 

められたり、生活排水の流入など人為的な影響で、身近 

にあった水辺の植物を見る機会が少なくなってきた。
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以上、知多半島38ヶ所、半島以外16ヶ 所 （この中には

奈良県のため池含む)、合計54ヶ所の果実標本を採集し 

た。

ヒシ属果実は、知多半島（図一 1 ) と半島以外の名古 

屋市、刈谷市、渥美半島、三重県多度町、岐阜県南濃町 、 

笠松町、奈良市周辺（図_ 2 ) の各地でおもに水辺に漂 

着している果実を採集した。これは前年度以前に発芽し 

て殻になったものが大半である。

〇果実のタイプと分類

ヒシ属の分類は、、果実の形態の変異が極めて著しいの 

で困難である。サイズと下位突起の形状を考え合わせる 

と、二刺性の中形果実には擬角のほとんど発達しない

もの （図 3 、A 〜D 、N タイプ）からよく発達したもの

(同、E 〜G タイプ）まである0 このような変異はヒシ 

という多形を示す種の種内変異として取り扱うのがよい 

と角野 （ 1 9 8 7 )は述べている。

二刺性の大形果実は擬角の発達の少ないタイプで、イ 

ンドや中国に産し□本にも移入されているというトウビ 

シ T. b isp inosa  R oxb (図 3 、 I タイプ）であると 

思われる。

四刺性果実のうち、極めて小形のヒメビシ（図 3 、 J 

タイプ）は、果実本体はどちらかといえばたて長、表面 

はなめらかであり、他から明瞭に識別できるが、現在、 

きわめて稀なものになっている。知多半島では、中西

(1973)、加 藤 (1 9 7 9 )らは、同種を報告しているが、 

今のところ私は、採集に至っていない。

大形のものは、オニビシ（図 3 、K タイプ）に相当す 

る。しかし、下刺には幅が広く、厚みのあるものから細 

いものまであり、変異にとむ。

中形の四刺性果実（図 3 、L 、Mタイプ）は、N akano

(1 9 6 4 )によってコオニビシという独立した分類群にさ 

れているが、今回の資料の中では、オニビシ中形として 

分類した。 （表一 1 )

図 1 . 知多半島のヒシ属果実採集地. 図 2 . 知多半島以外のヒシ属果実採集地
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図 3 . ヒシ属果実の変異例 （ X 0 .7 ) .採 集 地 （池Naは本文参照）：A . 13、B . 15、C . 25、D . 17、E . 34、 

F • G . 40、H . 51、 I . 45、 J . 44、K • L . 41、M . 35、N . 2 .
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表 1 . 各池で採集された果実のタイプ

二 刺 性 四 刺 性 二 刺 性 四 刺 性

中 形 ヒ シ 大 形  
トウビシ

小 形  

ヒメビシ
中 形
オニビシ

大 形  

オニビシ
中 形 ヒ シ 大 形  

トウビジ
小 形 中 形 大 形  

才+ビシ

A〜D E. F G H N I J L . M K A ~ D E . F G H N I J L . M K

1 〇 〇 〇 28 〇

2 〇 29 〇

3 〇 30 〇 〇

4 〇 31 〇

5 〇 32 〇 〇

6 〇 〇 33 〇 〇

1 〇 〇 〇 34 〇 〇

8 〇 〇 〇 〇 35 〇 〇 〇

9 〇 〇 〇 36 〇 〇

10 〇 〇 〇 37 〇 〇

11 〇 38 〇 〇

12 〇 39 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 〇 40 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 〇 〇 41 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 〇 42 〇 〇 〇 〇

16 〇 〇 43 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 〇 〇 44 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 〇 〇 45 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 〇 〇 46 〇 〇 〇 〇 〇

20 〇 〇 47 〇 〇 〇 〇 〇

21 〇 48 〇 〇 〇

22 〇 〇 49 〇 〇 〇 〇

23 〇 50 〇 〇 〇 〇 〇

24 〇 51 〇 〇

25 〇 〇 52 〇 〇 〇 〇 〇

26 〇 〇 53 〇 〇

27 〇 〇 54 〇 〇

採集地、タイプ別に分類したヒシ属は、きわめて変異 

が著しく、知多半島では、二刺性中形果実（ヒシ）が最 

も多く、擬角の変化は半島北部にはみられるものの、中 

南部では、変化が少ない。四刺性中形果実が、半島南部、 

美浜町Na35のみ、みられるが、その周辺の再調査が必要 

と思われる。

今回、採集した果実の内、二刺性のN タイプは、上刺 

の角度、発芽孔附近の形状、果実底面の形状等が特異な

形態を示している。岐阜県№ 4 4 、大府市Not 2 、東浦町Na 

6 で採集したものからみい出されたが、他の地域での集 

団や、混生など注目してみたいタイプである。

この調査では、岐阜県南濃町戸田水郷、日比和夫氏、 

渥美郡田原町、伊藤三也氏、本会会員、磯部亮一氏に、 

果実採集をしていただくとともに現地を御案内いただい 

た。厚くお礼申し上げます。
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